
令和７年度神奈川県立精神医療センター主催
依存症シンポジウム

若者の生きづらさとクスリへの依存
若者を取り巻く環境がめまぐるしく変わる現代、孤独感や生き

づらさを抱え、ネットや薬物などに頼って生きのびようとする若
者が少なくありません。周囲の方々が、どのように関わればいい
のか悩まれることもあるでしょう。司法の現場で多くの若者に寄
り添ってこられた中野温子先生、そして回復の道を歩んでいる当
事者の方々のお話を通して、一緒に考えてみませんか。

講師 浪速少年院 矯正医官 中野温子先生
内容 『生きのびるための非行

ー矯正医療の現場からー』
当事者体験談
ディスカッション/質疑応答

（写真）

日付 令和８年２月４日(水)
時間 13：00～16：30
（開場12：30）

会場 港南区民文化センター
ひまわりの郷
横浜市港南区上大岡西1-6-1

(京急線上大岡駅直結ウィング上大岡４階)

参加費 無料

QRコード、または神奈川県立精神医療センターホームページ
(https://seishin.kanagawa-pho.jp/)「病院からのお知らせ」より
お申し込みください。

締切／令和８年1月31日

https://seishin.kanagawa-pho.jp/

